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特任教授 高井 直美 

教   授  伊藤 一美 

准  教  授  薦田 未央  筆者らは、京都府教育庁の要請で、小学校1年

生と保護者を対象とした「まなびスタート調査」の

分析を担当し、「家庭での保護者との関わりや遊

び経験等」と、「児童の算数・国語の基礎課題の

結果」との間に、有意な相関があることを見出し

た。この結果を基に、幼児の発達支援を目的とし

て、2保育園で5歳児に対して、数カード遊び、ア

ナログ時計を用いた保育、言葉遊びの「遊びプロ

グラム」を園の協力のもと実施し、短期支援効果

を検証した。また、3保育園2こども園で、1歳児～

5歳児の家庭に、4週間に4冊の絵本を貸出し、読

み聞かせの効果を保護者にアンケートで尋ねる

「絵本の読み聞かせブログラム」を実施した。その

結果、絵本に対する幼児や保護者の興味が増加

し、親子の関わりも増える効果が見られ、幼児の

年齢に応じた絵本との関わりの変化が明らかと

なった。 
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「絵本の読み聞かせプログラム」保護者への成果報告書から抜粋 
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「遊びプログラム」の数遊びで使用したカード 保育活動で使用したアナログ時計パネル  「『み』がつくものは？」、「『しりとり』を続けて」  

  等、言葉遊びのパネル 

 

袋に入れて家庭に貸出す絵本 


